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№

ウェルフェア

おおわに
164
み
ん
な
で
築
く 

あ
ん
し
ん 

お
お
わ
に

　つ
つ
じ
を
植
え
る

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の

五
月
八
日
に
小
学
生
二
六
名
、
大

人
一
名
、
保
育
園
児
一
名
が
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
庭
に
赤
と
白
と
紫
の

つ
つ
じ
合
わ
せ
て
三
十
本
植
え
ま

し
た
。

　
こ
の
つ
つ
じ
は
、
町
の
緑
化
推

進
事
業
で
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
毎
年
、
児
童
館
は
、
花
い
っ
ぱ

い
作
戦
で
玄
関
に
お
花
を
飾
り
、

裏
の
小
さ
な
畑
に
じ
ゃ
が
い
も
を

植
え
る
行
事
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
折
角
だ
か
ら
庭
の
空
い
て
る

場
所
に
町
の
花
の
つ
つ
じ
を
植
え

た
ら
と
い
う
何
気
な
い
一
言
か
ら

企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
も
久

し
ぶ
り
に
庭
で
つ
つ
じ
を
植
え
花

壇
に
花
を
植
え
畑
に
は
じ
ゃ
が
い

も
を
植
え
、
貴
重
な
経
験
を
し
て

コ
ロ
ナ
禍
で
も
と
て
も
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。



大 鰐 町 社 協 広 報

─ 1─

令和3年7月

令和２年度 事業報告
「みんなで築くあんしんおおわに」を目指して、大鰐町社協は下記の事業を実施しました。

1生活の困りごとへの相談
　新型コロナウイルス感染症等の影響による生活の困りごとへの相談・支援を行いました。

　　◎生活福祉資金貸付事業………………………… 13件
　　◎たすけあい資金貸付事業……………………… ４件
　　◎たすけあい援助事業…………………………… ２件
　　◎フードバンクの利用…………………………… 10件
　　◎心配ごと相談所・広域法律相談所利用……… 16件

2福祉教育の推進　（共同募金配分金事業を含む）
　　◎「ボランティアスクール」 ……… 小学校６年生42名を対象に高齢者の疑似体験をしました。

3楽しく地域のつながりづくり（共同募金配分金事業を含む）
　地域課題の情報交換や地域内のつながりを強くする「福祉懇談会　ほっとカフェ」、子どもと大人の世

代を超えたつながりづくりのための「出張ふれあい児童館」などを地区の皆さんとともに飲食をしないで

楽しくゲームや体操を行いました。

　　◎「福祉懇談会　ほっとカフェ」 … 八幡館、九十九森で交流を深めました。
　　◎「出張ふれあい児童館」 ………… 虹貝新田で世代間交流をしました。

4地域支え合い活動研修会　～コロナ禍での見守りについて～
　地域で安心して暮らしていくための支え合いの体制づくりを目的に「地域支え合い活動研修会」を開催

しました。コロナ禍で訪問活動や地域住民が集う機会づくりが難しい状況下でどのように見守りしていく

か情報交換を行いました。

　　◎参加者　民生委員児童委員　20名、ほのぼの交流協力員　23名

※主な事業を掲載

よりよく生きるための法話

ボランティアスクール

出張ふれあい児童館（虹貝新田）
子どもも大人も一緒に遊びました。
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事 業 活 動 計 算 書
（自）令和２年４月１日（至）令和３年３月31日　（単位：円）
収　入　の　部 支　出　の　部

科　　目 金　額 科　　目 金　額
会 費 収 益 2,446,500 人 件 費 35,642,469
寄 附 金 収 益 100,000 事 業 費 36,382,687
経常経費補助金収益 22,367,122 事 務 費 2,577,669

受 託 金 収 益 33,258,938 共 同 募 金
配 分 金 事 業 費 1,046,000

受 託 事 業 収 益 20,151,733 助 成 金 費 用 1,209,735
労働者派遣事業等
受 託 金 収 益 22,109 負 担 金 費 用 239,700

共同募金配分金収益 1,046,000 基 金 組 入 額 3,292
そ の 他 の 収 益 143,853 減 価 償 却 費 1,348,458
退 職 手当積立基
金 預 け 金 差 益 546,152 国 庫 補 助 金 等

特別積立金取崩額 △ 417,500

受取利息配当金収益 3,526 そ の 他 の 費 用 117,495
その他のサービス
活 動 外 費 用 1,385,362

収入合計① 80,085,933 支出合計② 79,535,367
当 期 活 動 増 減 差 額 550,566 ①－②＝③
前 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 17,647,627 ④
当期末繰越活動増減差額 18,198,193 ③＋④
次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 18,198,193

【主な事業別支出内訳】
法 人 運 営 事 業 19,085,940 福 祉 セ ン タ ー 事 業 12,381,562
福 祉 団 体 助 成 金 事 業 1,215,015 児 童 館 事 業 10,823,545
共 同 募 金 配 分 金 事 業 1,046,000 放 課 後 児 童 事 業 4,894,768
長 寿 福 祉 祭 事 業 1,027,805 シ ル バ ー 人 材 事 業 22,632,542
生 活 支 援 体 制 整 備 事 業 4,633,517 そ の 他 事 業 1,794,673

貸 借 対 照 表
令和３年３月31日現在（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　目 当年度末 科　　目 当年度末

流 動 資 産 21,825,220 流 動 負 債 7,395,297
現 金 預 金 21,158,311 事 業 未 払 金 7,302,397
事 業 未 収 金 72,771 預 り 金 10,900
未 収 金 565,088 前 受 金 82,000
前 払 金 29,050 固 定 負 債 4,332,538
固 定 資 産 42,453,088 退職給付引当金 4,047,838
（ 基 本 財 産 ） 2,745,585 長 期 未 払 金 284,700
建 物 1,745,585 負 債 の 部 合 計 11,727,835
定 期 預 金 1,000,000 純 資 産 の 部
（その他の固定資産） 39,707,503 基 本 金 1,000,000

車 輌 運 搬 具 1,893,827 国 庫 補 助 金 等
特 別 積 立 金 516,875

器 具 及 び 備 品 9 福 祉基金積立金 32,835,405

長 期 貸 付 金 849,464 次 期 繰 越 活 動
増 減 差 額 18,198,193

退 職 手 当 積 立
基 金 預 け 金 4,128,798（うち当期活動　　 増 減 差 額 ） 550,566

福祉基金積立預金 32,835,405 純資産の部合計 52,550,473

資 産 の 部 合 計 64,278,308 負 債 及 び 純 資
産 の 部 合 計 64,278,308 

令和２年度 収支決算報告

新評議員・新 理事・新監事  名 簿
　令和３年６月の理事会、評議員会などで改選されました新評議員、新理事、新監事を紹介します。

　新評議員（20名） 新 理 事（10名）
山　田　秋　代 藤　本　俊　一 髙　橋　藤　人 種　市　俊　一
花　田　弘　樹 外　﨑　正　輝 冨　山　才　一 山　中　一　誠
油　川　順　逸 工　藤　恵利子 渡　邊　睦　夫 山　本　孝　一
前　田　一　裕 澁　谷　　　茂 山　田　金　治 下　山　泰　弥
幸　山　精一郎 佐々木　修　聖 中　田　きみゑ 小田桐　　　磨
髙　杉　えつ子 山　田　　　司 新 監 事（２名）
山　内　直　治 山　中　竜　也 熊　井　良　一 原　子　資　茂
二川原　　　一 白　石　安　英
佐々木　志　郎 長　内　幸　子 （敬称を略します。）
水　木　孝　順 成　田　貴　子
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　大鰐町社協は「みんなで築くあんしんおおわに」を目指し、住民の皆様が住み慣れ
た地域で安心して暮らせるよう、次のようなお悩みや困りごとを解消するお手伝いを
します。お気軽にご相談ください。

生
活
困
窮

生活費が足りず困っているとき ………………………………… たすけあい資金貸付事業
生活福祉資金貸付事業

低所得者世帯等に資金の貸付をはじめ、生活の立て直しに必要な援助指導をします。

食材費が足りず、食べ物や粉ミルク等がない ………………… フードバンク事業
たすけあい援助事業

町民よりご寄付頂いた食材をはじめ、大鰐町社協に寄せられた食品等を無料で提供することができます。
子ども用の粉ミルク、おむつ等もご相談ください。

不
安
解
消

高齢で一人暮らししており、何かあったときや不安なとき … 福祉安心電話事業
除雪ボランティア

福祉安心電話事業は、緊急時に非常ボタンを押すと 24時間いつでも福祉安心電話協力員につながり駆
けつけていただける事業です。必要時には救急車要請も行っています。
除雪ボランティアは、一人暮らしの高齢者宅等の除雪を行うボランティア事業です。

悩みごとがあるが相談できず一人で抱えているとき ………… 心配ごと相談事業

心配ごと相談員が秘密保持のもと町内に住む皆さまの相談ごとをお受けする事業です。
心配ごと相談員が行う一般相談をはじめ、弁護士が相談を聴いて助言する広域法律相談があります。

生
活
支
援

障害や高齢のため、日常における金銭管理が難しいとき …… 日常生活自立支援事業

障害や高齢化、認知症などにより、日常の書類管理、金銭管理が難しい方に代わり、施設利用料支払い
代行等を行う事業です。

介護度が決定したが、社協で使える制度はあるのか ………… 介護用品支給事業
介護機器貸出事業

低所得者世帯等を対象に、介護用品（大人用おむつ）の支給や、介護機器（車いす、ベッド等）の貸し
出しを実施する事業です。

両親が仕事などで、子どもが帰宅する時間に誰もいないとき 放課後児童クラブ
就労などにより保護者が家庭にいない小学生に対し、適切な遊びや生活の場を提供し、保育を行う事業
です。
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第
17
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭

縮
小
開
催
の
お
知
ら
せ

第
17
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭

金
婚
顕
彰
式
の
申
込
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
「
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
内
容
を
縮
小
し
て
開
催

し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
75
歳
以
上

の
町
民
の
一
般
参
加
は
お
控
え
い
た
だ

く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
何
卒

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
で
は
、
開
催
中
止
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
参
加
対
象
者
（
顕
彰
者
の
み
）】

①
大
鰐
町
長
寿
番
付
横
綱
及
び
大
関

②
卒
寿（
90
歳
）を
迎
え
ら
れ
る
方

③
金
婚（
50
周
年
）を
迎
え
ら
れ
る

　
ご
夫
婦

【
開
催
日
時
】

令
和
３
年
９
月
７
日（
火
）10
時
よ
り

【
開
催
場
所
】

大
鰐
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
第
17
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭
に
併
せ

て
金
婚
顕
彰
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
金
婚
顕
彰
を
ご
希
望
す
る
ご
夫
婦
は

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

の
と
お
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
大
鰐

町
長
寿
福
祉
祭
が
中
止
と
な
っ
た
と
き

は
金
婚
顕
彰
式
も
開
催
中
止
と
な
り
ま

す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
金
婚
対
象
者
】

現
在
、
大
鰐
町
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和

46
年
（
１
９
７
１
年
）
12
月
以
前
に
婚

姻
届
け
を
提
出
し
た
、
結
婚
50
周
年
を

迎
え
る
ご
夫
婦

【
申
込
方
法
】

令
和
３
年
８
月
６
日
㈮
ま
で
に
大
鰐
町

社
協
へ
婚
姻
日
が
分
か
る
戸
籍
謄
本
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
お
よ
び
開
催
場
所
】

第
17
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭
と
同
じ

ふれあい
～大鰐町に花を咲かせましょう～～大鰐町に花を咲かせましょう～

　
町
社
協
は
、
町
民
が
お
互
い
に
理
解
と

協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
明
る
く
住
み

よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
感
染
の
脅

威
か
ら
ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
催
す
る
こ
と

が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
社
協

の
呼
び
か
け
で
皆
さ
ん
が
触
れ
合
い
た
い

気
持
ち
が
あ
ふ
れ
た
１
万
羽
も
の
折
り
鶴

が
集
ま
っ
て
大
き
な
壁
画
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
弘
前
ね
ぷ
た
や
五
所
川
原
の

立
佞
武
多
も
中
止
す
る
な
ど
人
流
を
少
な

く
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
時
期
を
踏
ま
え
、

ふ
れ
あ
い
広
場
も
一
堂
に
会
し
て
の
実
施

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
控
え
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
各
地
区
で
の

ふ
れ
あ
い
を
継
続
し
た
い
と
の
思
い
か
ら

「
大
鰐
町
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。」
を

企
画
し
、
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

善意の寄付
●外崎學さん（居土）から５月７日
に丸太４本いただきました。
　児童館の子どもたちの砂場に仕切
りに大切に使わせていただきます。
●大鰐クリーン協同組合（代表理事
幸山信男）から４月５日に福祉セ
ンターで利用してくださいとボッ
クスティッシュを 1,200 箱いただ
きました。大切に使わせていただ
きます。

プルタブ寄贈
●大鰐町消防団第 17 分団（団長島
内恵子）が３年かけて集めたプル
タブを寄贈してくれました。福祉
用具等の整備等に充てさせていた
だきます。



大 鰐 町 社 協 広 報

─ 5─

令和3年7月

この広報紙は、みなさまからの「社協会費」と「共同募金配分金（赤い羽根共同募金）」の一部により発行しています。

会員加入（会費納入）のお願い
本会の事業推進につきましては、日頃から町民のみなさまにご協力をいただき厚く
お礼申し上げます。
社会福祉協議会は、地域福祉事業を住民の参加と協力によって実施しております。
町民のみなさまに会員となっていただいて、町民の皆様と福祉のまちづくりを実践し
共助のまちづくりをしたいと考えております。
どうか本会の主旨をご理解のうえ、ご加入くださいますようお願い申し上げます。

会員加入のお願いは７月上旬から各町内・地区の会長・区長・班長のみなさまを通じ
て各世帯にお伺いいたしております。今年も新型コロナウイルスの影響で、ご苦労され
ている方もあるかと思いますが、会員加入（会費納入）にご協力をよろしくお願い申
し上げます。

※会員加入は年間を通して事務局でも受け付けをしています。

一般会員 （個人・一世帯）1,000円
特別会員 （特に賛同協力する方）2,000円以上
賛助会員 （企業・施設・商店・団体等）3,000円以上

会
費
の
区
分

福祉のまちづくり・共助のまちづくり
みんなで支え合うまちづくりのために

　
６
月
に
入
り
暑
く
な
る
こ
と
を
心
配
し

て
空
を
見
る
。
21
日
は
昼
が
最
も
長
く
な

る
夏
至
で
、
朝
か
ら
日
に
照
ら
さ
れ
た
日

は
夕
方
に
な
っ
て
も
暑
か
っ
た
。

　
何
か
対
策
を
と
思
い
、
環
境
に
や
さ
し

い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
作
ろ
う
と
思
い

立
っ
た
。
き
ゅ
う
り
が
い
い
か
、
ゴ
ー
ヤ

が
い
い
か
決
め
か
ね
て
い
る
。

　
ま
だ
植
え
て
も
い
な
い
の
に
実
が
な
っ

た
後
の
こ
と
ま
で
考
え
て
い
る
。

　
本
会
の
事
業
報
告
で
は
、
実
を
結
べ
な

い
事
業
が
あ
り
悔
し
か
っ
た
。

（
調
査
広
報
部
会
）

投
稿
歓
迎

　「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
お
お
わ
に
」
へ
の
ご
要

望
や
掲
載
記
事
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
編
集
発
行
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